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画像貼り付けして下さい

・北海道立北方民族博物館

・オホーツク流氷館

・博物館網走監獄

・写真撮影等は、個人情報保護のため、他のご家族

が写らないようにご配慮ください。

・飲酒されている場合は見学をお断りします。

オートキャンプ場、屋内遊戯施設、屋外遊具広場、等

女満別空港より車で約２０分 （約１５km）

駐車場：大型バス駐車可能

トイレ：各施設にあり

約1時間(応相談)

北海道立オホーツク公園（網走市）

地図の出典元：国土地理院

　昭和63年に策定された「北海道緑のマスタープラン」により整備された最初の公園であり、道内4番目の都市公

園です。基本コンセプトは「"オホーツク文化の香り高い森と湖”」として、平成2年度から整備を開始しました。

　網走市の中心から車で15分のところに位置し、オホーツク海と知床連邦を望む、眺望の素晴らしいオートキャ

ンプ場であり、近くには世界の北方文化を伝える北海道立北方民族博物館などが設置され、公園の特色を出してい

ます。園内は「エントランスゾーン」「交流ゾーン」「北方文化ゾーン」「素材ゾーン」の4つのゾーンに分かれ

ており、それぞれのテーマにあわせて、各施設が配置されています。28年度グランドオープンした屋外遊具広場

には、日本最大級の高さ15㍍のツリー遊具や長さ50㍍のローラースライダー等が設置されています。

総面積：107.5㌶

エントランスゾーン：26.8㌶、交流ゾーン：26.0

㌶、素材ゾーン：32.6㌶、北方文化ゾーン：32.6㌶

1回あたり40名まで

オホーツク公園


